
 一人称視点映像を用いた人間の視覚モデルに 

基づいた視線推定の検討 

大井 翔†  佐野 睦夫‡  田渕 肇§  斎藤 文恵§  堀込 俊郎§  梅田 聡∫ 

大阪工業大学大学院情報科学研究科†  大阪工業大学情報科学部‡ 

慶應義塾大学医学部§  慶應義塾大学文学部∫ 

 

 

１. はじめに 
視線情報は人間の注意機能にとって重要な要

素の一つである．注意にも複数あり，作業中に

集中しているかという維持注意では，視線の滞

留時間や移動量から判断することができる[1]．

複数の作業を行う配分的注意では，どこに視線

が向けられているかで判断することが可能であ

る[2]．視線を推定する方法として，アイトラッ

カーなどの装置があり高い精度で視線を推定す

ることができる．しかし，アイトラッカーの推

定精度は良いが，高価でありキャリブレーショ

ンの必要性がある．そこで，本研究では市販さ

れている一人称視点映像を用いて，人間の視覚

モデルに着目した視線推定の方式について検討

する．具体的には，従来ではトップダウンとボ

トムアップを用いた方式で視線情報を推定して

いたが，人間の特性としてトップダウン，ボト

ムアップに加えてあるカテゴリに対して大きく

反応する特異注意があり，3 種類の視覚的モデル

を統合したモデルを提案し，各モデルの統合に

関するパラメータの違いについて述べる． 

２. 視覚的注意モデル 

視覚的注意モデルとして，ボトムアップ注意

とトップダウン注意に加えて，本研究では，実

際の人間の処理として FFA (fusiform face area)[3]，

EBA (extrasirate body area)[4]，PPA (parahippocam-

pal place area)[5]と呼ばれる特異的に反応する機能

があり，これらを特異注意と定義し，筆者らは

図１に示すような特異注意を統合したモデルを

提案している[1, 2]． 

本研究の視覚的注意モデルのうちトップダウ

ン注意とボトムアップ注意を以下のように定義

した． 

○トップダウン注意：指示された内容・経験 

○ボトムアップ注意：Ittiらの顕著性マップ[6] 

視覚的注意モデルを用いて，視線の誘導を検

証している研究として，尾関ら[7]の研究がある．

この研究では，注意指示に対して，パーティク

ルフィルタを用いて注視点を推定している． 

特異注意は顔，人間のパーツ，背景に反応す

る性質から，本研究では顔検出，肌色抽出，そ

の他として処理を行う．3 種類の注意モデルとし

て，生成した Focus Map Mf，トップダウン注意Mt，

ボトムアップ注意 Mb，特異注意 Mcとし，それぞ

れの重みを wt, wb, wcとし，式(1)に示すように Fo-

cus Mapを生成する． 

 𝑀𝑓 = 𝑤𝑡𝑀𝑡 +𝑤𝑏𝑀𝑏 +𝑤𝑐𝑀𝑐 (1) 

本研究において，Focus Map 内における顕著性

の高い部分に対して，(A) Gaze Areaを定義し，中

心部分を視線と定義する方式と，(B) 顕著度の高

い部分に対してパーティクルフィルタを用いて

注視点を推定する方式を比較する．本研究では

アイトラッカーを正解データとして，正解デー

タとの誤差が低くなるパラメータを決定するこ

とを目的とする．正解データ列を p，モデルで求

めたデータ列を qとし，誤差の計算方法は式(2)に

 
図 1 視覚的注意モデル 

Fig.1. Visual attention model 
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示し，値が最も小さくなるパラメータを求める． 

 𝑑 = argmin𝑑(𝒑, 𝒒) (2) 

３. 実験 

実験として，10 名の学生に協力してもらい，

(i) 色のボールを動かしている動画（トップダウ

ン注意：特定の色に着目する指示），＋人の

顔・腕が映っている（特異注意）をテスト映像

として見せた．その後，実例として，(ii) 自身の

調理映像（トップダウン注意：手元や調理器具

に意識）を見せ，それぞれアイトラッカーで視

線データを取得した．また，(ii)の映像を見せる

際には，「自分が調理をしているとして視線を

動かしてください」という条件においてアイト

ラッカーで視線データを取得した． また，顕著

性マップの重みは人間の特性として動きのある

ものに反応しやすいということで動き特徴量を

高くし，他の 3種類を均等になるような組み合わ

せ，3 種類の視覚的モデルの組み合わせは，特異

注意は継続して起こる反応ではないということ

で他の 2種類以下の値となる重みを設定し，検討

した．表 1，2に重みパラメータを示す． 

４. 結果・考察 

推定した(i)の動画における視線誤差の結果を表

3に示す．パターン(A)では「6-V」で 11668.5，パ

ターン(B)では「3-IV」で 373.5となった．また，

パーティクルフィルタで推定した方式のほうが，

全体的に推定できている結果となった．これは，

実際の視線は停留することがほとんどなく，ぶ

れているため，輝度の高い部分を追跡するより

もパーティクルフィルタで追跡したほうがより，

視線の動きに近い運動になったのではないかと

考える． 

５. おわりに 

本研究では，人間の視覚的注意モデルに基づ

く視線情報を推定について述べてきた．いくつ

かのパラメータをランダムに行ったが，今後，

より人間の視覚をモデル化し，推定する方式に

ついて検討していく．本研究の実験において，

協力いただいたインタラクションデザイン研究

室の皆様に感謝する．また本研究の一部は， 

JSPS KAKENHI Grant Number JP 15K00368の支援

を受けた． 
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表 1 顕著性マップの重みパラメータ 

Table 1. Weight of saliency map. 

 
 

表 2 視覚的注意モデルの重みパラメータ 
Table 2. Weight of visual attention model 

 

 
表 3 推定した視線誤差の結果  

Table 3. Result of estimated eye trajectory difference. 

 

Intensity Color Orientation Movement
1 0.25 0.25 0.25 0.25
2 0.1 0.1 0.1 0.7
3 0.2 0.2 0.2 0.4
4 0.15 0.15 0.15 0.55
5 0.13 0.13 0.13 0.6
6 0.23 0.23 0.23 0.3

Weight
ID

Top Down Bottom Up Category Top Down Bottom Up Category
I 0.33 0.33 0.33 VI 0.2 0.6 0.2
II 0.4 0.3 0.3 VII 0.1 0.8 0.1
III 0.6 0.2 0.2 VIII 0.5 0.3 0.2
IV 0.8 0.1 0.1 IX 0.4 0.4 0.2
V 0.3 0.4 0.3 - - - -

ID
Weight

ID
Weight

1 2 3 4 5 6
I 11668.5 11706.8 11750.4 11738.2 11726.2 11737.1
II 11772.7 11705.6 11761.1 11745.1 11728.5 11767.1
III 11790.8 11713.1 11768.7 11765.2 11756.9 11780.3
IV 11802.2 11720.7 11776.2 11782.3 11783.7 11791.4
V 14668.2 13821.7 14160.0 14189.0 14295.3 14655.9
VI 14540.0 14112.7 14213.4 14404.9 14514.4 14534.3
VII 14249.3 13853.5 14312.4 14120.5 14230.0 14573.4
VIII 11785.6 11716.7 11763.6 11771.7 11758.6 12494.0
IX 11754.3 11736.9 11754.1 11750.9 11756.4 11754.4

I 403.2 401.2 397.5 390.8 392.2 405.4

II 406.2 403.7 401.1 380.7 389.0 396.1
III 396.6 395.9 395.5 395.8 387.7 390.2
IV 384.4 384.4 393.4 401.2 392.9 414.1
V 397.2 389.2 401.9 373.5 401.4 455.8
VI 441.6 640.5 441.5 564.4 664.1 548.3
VII 483.9 676.3 702.3 682.1 679.1 407.9
VIII 401.5 399.2 394.3 381.3 387.1 389.4
IX 389.4 387.8 410.6 389.8 389.7 405.3
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